
 

期日：平成 25 年 9 月 14 日～16 日 

会場：北九州市 北九州メディアドーム 

主催：公益財団法人日本体育協会、北九州市 

公益財団法人北九州市体育協会、公益財団法人日本自転車競技連盟 

主管：福岡県自転車競技連盟 

 

Communiqué. No.01 

2013 年 9 月 10 日 

大会競技委員長 松倉 信裕 

 

日本スポーツマスターズ 2013 北九州大会 自転車競技特別規則 

 

■本競技会は、最新版（公財）日本自転車競技連盟競技規則及び本競技会特別規則によって実施する。 

■ポイントレース出場者は、専用ゼッケンとフレームナンバーを装着すること。フレームナンバーは、

フレーム前三角に左右から見えるように装着する。 

■ヘルメットキャップは使用しない。ボディーナンバーはしっかり見えるよう横向きの状態で腰部左右

に装着すること。 

スプリント（予選も含む）、ケイリン、ポイントレース・・・・２枚 

タイムトライアル、パーシュート、チームスプリント・・・・・１枚 

■スプリントは予選結果に基づき、１／２決勝より行う。 

■公認エアロヘルメットは試合時に限り、下記の種目で使用を認める。 

２００ｍＴＴ（スプリント予選）、タイムトライアル、パーシュート、チームスプリント 

■大会で使用する自転車の寸法は、競技規則に従うことを原則とする。 

ただし部材断面の比率が１：３以下であることを規程する条項を充足するために、付加物を追加し

て固定することは、本大会については金銭ペナルティ（大会参加料と同額）を付して認めることとす

る。 

この措置は他の大会の前例となるものではなく、また、競技者自身による付加物の追加は原則とし

て認めていられない例外措置であることを予め承知おき頂きたい。 

なお、なお本大会においては、エクステンション・ハンドルバーの肘当て支持部については付加物

を追加したことによる金銭ペナルティは徴収しないこととする。 

 

・公益財団法人 日本自転車競技連盟 競技規則集 2013 

  http://jcf.or.jp/wp2012/wp-content/plugins/download-monitor/download.php?id=1094 

 ※JCF 規則第 16 条 

・自転車競技に使用する機材の規則遵守について （2013 年 8 月 18 日） 

http://jcf.or.jp/?p=30006 

・UCI 技術規則の明確化ガイド 

http://jcf.or.jp/wp2012/wp-content/uploads/downloads/2013/07/Clarification-Guide-of-the-

UCI-Technical-Regulation-ver20130211-ej-standard.pdf 

※P37,  ARTICLE 1.3.024 （FUSELAGE / 紡錘形） 

 



 

期日：平成 25 年 9 月 14 日～16 日 

会場：北九州市 北九州メディアドーム 

主催：公益財団法人日本体育協会、北九州市 

公益財団法人北九州市体育協会、公益財団法人日本自転車競技連盟 

主管：福岡県自転車競技連盟 

 

Communiqué. No.02 

2013 年 9 月 10 日 

大会総務委員長 手島 又喜 

大会における注意事項 

■メディアドーム内設置のローラー台・コンプレッサーについては使用できない。 

■選手控え所はドーム１Ｆアリーナとし、表示された都道府県別の区割りに従うこと。 

■メディアドームに隣接した公園の一角を臨時駐車場とする。なお、近隣に他競技の会場があり一般駐

車場として開放している為、駐車許可証は発行しない。 

 

会場図 

 


